
資料１ 
 

第２回北陸地域未来戦略検討会においてご意見いただきたい点 

 

令和 8年 4月 28 日 

事務局 

 

１．本日（4月 28 日）第 2回北陸地域未来戦略検討会（以下「検討会」）では、次の内容につい

て話題提供を行い、ご議論いただく。 

・地域未来戦略について 

・地域の産業人材育成について 

 

２．「地域未来戦略」については、経済産業省から政府における議論の動向を、事務局から北陸

地域における議論の動向と今後の進め方等についてご説明。ご意見いただきたい事項は、次

のとおり。 

・事務局案としてご提示する戦略産業クラスターの「素案」について、これまでの議論を踏

まえ、北陸地域が有する強みの伸張、将来の産業競争力の強化につながるものとなってい

るか。 

・（各県において）地域産業クラスターや地場産業成長プランとして検討する産業分野の例は

いかがか。県域を越えてより広域で取り組むことが、より効果的な分野はあるか。 

・（各省庁地方出先機関において）地域産業クラスターへの伴走支援ほか、北陸地域における

地域未来戦略の推進に向けて、どのような視点が重要と考えるか。 

・北陸地域における地域未来戦略の進め方について、留意すべき点は何か。 

 

３．「地域の産業人材育成」については、経済産業省及び文部科学省、職業能力開発促進センタ

ー（ポリテクセンター）から、地域の産業人材育成を取り巻く課題や施策の動向を、また、

地域企業及び教育関係機関等から各機関における産業人材育成の取組について話題提供をい

ただく。ご意見いただきたい事項は、次のとおり。 

・将来の人口減少社会を見据え「強い北陸地域経済」の実現に向けて、産業界と教育機関と

の連携による地域人材の確保・育成は急務。 

（全体において）地域や企業の現場を支える産業人材として求められる要素は何か。今後の

産業人材育成に関する取組を官民が一層連携し進めていくためには、どのような課題

があり、どのような仕組みや体制の整備が必要か。 



（産業界において）産業人材の育成に関し、企業はどのようなコミットメントができるか。 

（教育関係機関等において）人材の輩出にあたり、教育現場で意識されていることは何か。

（理想と現実のギャップは何か、ギャップを埋めるための方策は何か。） 

・就業構造推計の結果を参考に 2040 年を一つのターゲットに据えたとき、現状と比較して、

北陸地域の 2040 年のありたい姿をどのように考えるべきか。 

・地域未来戦略の議論もふまえ、重要と掲げる産業分野における人材育成と地域を支える産

業分野における人材育成をそれぞれどのように進めていくか。その際、地域特性を踏ま

え、域内で推進すべき取組と、地域外との連携もしくは差別化を図ることが求められる取

組について、どのような特色があり、今後どう進めていく必要があると考えるか。 

 

など 

 


